
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 【命の奇跡】『自分も大切、みんな大切』≪いじめは絶対に許しません！≫ 
【お話朝会（オンライン）より】 まもなく６月も終わり、７月になります。大切な節目とな 

る１学期もあと１か月ほどで終了します。校長先生も、皆さんの学校生活の様子を毎日見守 

っていて、とても頑張っている姿や沢山の笑顔を見ることができて嬉しいです。皆さん自身は 

いかがですか？皆さんが立てた１学期の目標や学年・学級の目標をもう一度振り返り、 

これからの学校生活につながる大切な「１学期のまとめ」をしっかりと行ってくださいね。 

さて、今日のお話は、一番大切なことを皆さんと一緒に考えてみたいと思います。それは、 

「命の大切さ」「人を大切にすること」についてです。毎日の皆さんの授業の様子 

を見せてもらっています。この間、５年生が理科の授業で「受けつがれる命」という学習で、メダカが卵から誕生

するまでの様子を観察することから、さらに「ヒトの誕生」について学習する授業を見せてもらいました。 

５年生は、命がどのように生まれ、育まれるか一生懸命に学習していました。「命の大切さ」については、皆さんも様々 

な授業の中でも学んでいますし、避難訓練の時などでも「一番大切なものは命」と皆さん全員が答えてくれます。 

では、お話が始まる前に担任の先生から配られた、ハートが描いてある紙を見てください。ハートの真ん中に、 

小さな点があるのがわかりますか。これは、皆さんがお母さんのお腹の中にいた時の最初の時の大きさです。 

こんなに小さな、小さな点ほどの大きさの皆さんが、この世に産まれて、成長して、今のように立派に

小学生になったわけです。これは凄いことです。感動的なこと、「命の奇跡」です。この「奇跡」を絶

対に忘れないでください。次に、この紙を丸めて、手の中でおにぎりにしてください。できましたか？そうしたら紙を丁

寧に元のように広げてください。破かないように丁寧にですよ。広げましたか？さあ皆さん、丸めておにぎりにする

前の紙の様子と、今の紙の様子を比べて何か気づくことはありませんか？そうです。丸めた紙を丁寧に

広げましたが、一度ついた紙のシワや傷は無くならず、元のようにツルツルの傷の無い紙には戻らない

のです。これは「人の心」にも言えることです。紙に書かれたハートは、「人の心」を表しています。

いじめで傷ついた心は、この紙と同じように二度と元には戻らないのです。皆さん、このことをよく覚

えておいてください。いじめで心に傷を負ったお友達や人の心は、決して元には戻らないのです。 

南小には、「いじめをしない させない ゆるさない みんな幸せ 南っ子」や「自分も大切 みんな

大切」という合言葉があります。また、校長先生が、昨年度に皆さんに大きくなっても忘れずに覚えておいてほしいとお

話した昔から言い伝えられている言葉「己の欲せざる所 人に施すなかれ」や「義を見てせざるは勇無きな

り」。是非、もう一度一人一人全員が「楽しい学校生活」を送るために、言葉の意味を考え、自分自身の言葉や

行動に結び付けてください。一度、傷ついた心は元には戻らない。このシワクチャの紙を見て、一人一人全員が誓っ

てください。「いじめをしない」「いじめをゆるさない」。そして、今日、この紙を家に持って帰り、家の人に見せ

ながら今日のお話の内容を家の人に聞かせてあげてください。「この小さな点は、私の命が生まれた時の最初の

頃の大きさであり、こんなに大きく成長したのは奇跡であること」。「くしゃくしゃに丸めた紙は、

元には戻らない。これは、いじめと同じことだということ」。そして、 

家の人の前で、「わたしは、いじめは絶対にしない」と口に出して誓 

ってください。お願いします。 今日も、お話をしっかり聴いてくれて有難う。 

 

【学校教育目標】 
○やさしく  （徳） 

○かしこく  （知） 

○たくましく （体）  
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 【夢道場・南小『ほっとニュース』】  

１年生が生活科の単元『あそびば 

にでかけよう』で、稲荷久保公園に 

全員で出かけました。子供たちは、公 

園が「みんなで使う場所」であること 

を意識し、ルールやマナーをしっかり 

と守りながら活動するとともに、楽しく 

遊ぶことを通して仲間と絆を深め合っている姿が見られました。 

全学年で「新体力テスト」を実施 

しました。全８種目（❏ 長座体前屈 

❏ 反復横跳び   ❏ 立ち幅跳び 

❏ ２０Ｍシャトルラン ❏ ５０Ｍ走 

❏ 握力 ❏ ボール投げ ❏ 上体 

起こし）で、自分の記録を伸ばすた 

めに、一生懸命に挑戦している南っ 

子たちの姿が見られました。また、低 

学年には上級生が補助を行い、学 

年を越え支え合う姿も見られました。 

２年生が生活科の学習で、町探 

検に出かけました。施設探検では、日 

頃、野菜栽培体験などでご指導いた 

だいている筑波大学附属坂戸高校 

にご協力をいただき、広大な敷地内 

の施設を探索させてもらいました。沢 

山の種類の野菜栽培施設や養鶏・ 

養豚施設など、２年生は目を輝かせ 

て学んでいました。ご指導くださいまし 

た先生方、大変ありがとうございました。 

 
【７月の生活目標】 ○右側を静かに歩こう 

２日(日)  資源回収「南小の日」 

４日(火)  授業参観・懇談会 ２・４・６年・くすのき・さくら 

校内硬筆展，第２回 学校運営協議会 

５日(水)  授業参観・懇談会 １・３・５年，校内硬筆展 

６日(木)  委員会  

７日(金)  すこやか相談日 

１１日(火)  賞状伝達朝会 

１４日(金)  短縮４時間（清掃あり） 

１８日(火)  短縮４時間，給食最終日 

１９日(水)  短縮３時間，蔵書点検 

２０日(木)  １学期終業式，短縮３時間，蔵書点検 

【夏季休業日】７／２１（金）～８／２７（日）  

※ 詳細は、学年だよりや学校ホームページでご確認ください。 

 
子供たちの笑顔を見ることほど嬉しいものはない。本校も、 

子供たちが「居がい、やりがい、行（生）きがい」を感じられる 

学校づくりを目指している。全国的に大きな課題となっている 

いじめ問題。先ずは、いじめが発生しづらい環境づくりや

人間関係形成力の育成が肝要だ。それと同時にいじめ防

止基本方針の下、日常の指導や支援、観察、毎月の生活

アンケート、面談、ｈｙｐｅｒ－ＱＵ等、全校を挙げて様々な

いじめの未然防止・早期発見に努めている。校長ポストもそ

の一つ。校長となった初日に購入し、使用し続けて早１０年

の歳月が過ぎた。対人関係の悩みも含め、ＳＯＳを発している

子供たちの生の声が直接届く一助になればと設置した。これ

まで経験してきた過去を振り返ると、子供たちの沢山の声が

届いた。嬉しい感謝の手紙、イラストや折り紙の 

プレゼントが大半だが、時には学校や家庭での 

 

 

 

を決して見逃したり見過ごしたりしてはならない。 

【夢道場『ほっとインフォメーション』】 

今年度、新たに本校を会場に『ふれあい漢字検定』を実施

します。児童に「漢検合格」という明確な目標をもたせることで、

学習への意欲づけと基礎学力の定着を目指します。さらに、

『南小・学びの絆プロジェクト～世代を超えた学び合い～』として、

ご家族の皆様にも受検にご協力いただき、「学びの同志・大人

の学びの姿」を児童に示していただくこともねらいとしています。 

《「令和５年度 第１回 ふれあい漢字検定」 実施の概要 》 
【受検日・会場】  ８月２３日（水） ９時集合 ・ 南小学校 

【受検対象者】  ＊希望者 ○児童（全学年）  ○ご家族 

〇学校応援団等、学校関係の地域の皆様  〇教職員  

検定日は、協会の指定日です。小学生は、学年に応じて５

級～１０級がお勧めです。大人は２級まで受検できます。 

日本漢字能力検定協会から提供される「練習ドリルシート」等 

の資料は受検の有無に関わらず全児童のために活用します。      

★内容についてのお問い合わせは、校長までお願いします。 

【よりよい集団生活を送るために】 

『ｈｙｐｅｒ－ＱＵ』は、一人一人の子供 

の自尊感情や集団での自己存在感、 

自己有用感、学習意欲など様々な心 

の内面を探るアセスメント調査です。 

県内でも多くの市町が小中学校で採用 

しています。本市では坂戸中学校・千代 

田中学校が独自に採用。小学校では、 

本校が昨年度より保護者の皆様のご理解をいただき、市内

で唯一採用し、小中連携で活用しています。全国的に大き

な課題となっている「いじめ・不登校」の未然防止、児童にと

って「居がい、やりがい、行（生）きがい」のある親和的集団づ

くりに役立ててまいります。家庭用個票が配付されましたら、

親子で話し合いの機会をもっていただくとともに、お子さんのこ

とで気になることがありましたら、是非学校にご相談ください。 


